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二
十
五
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三
月
三
十
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日
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平成˜Ÿ年š月š˜日 金曜日 (号外特第˜˜号)官 報

（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に

日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
七
条

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並

び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、「
及
び
第
二

十
五
条
」
を
「
並
び
に
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る

入
港
届
及
び
積
荷
目
録
」
を
「
第
十
五
条
第
三
項
及
び
第
九
項
に
規
定
す
る
入
港
届
（
同
条
第
一
項
及
び
第
七
項
の

規
定
に
よ
り
報
告
す
べ
き
事
項
の
う
ち
積
荷
に
関
す
る
も
の
を
記
載
し
た
書
面
（
次
項
に
お
い
て
「
積
荷
目
録
」
と

い
う
。）を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
条
の
二
第
三
項
」を
加
え
る
。

（
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

関
税
暫
定
措
置
法
第
七
条
の
十
第
十
二
項
（
マ
レ
ー
シ
ア
の
特
定
の
貨
物
に
係
る
暫
定
緊
急
措
置
に
係
る
関

税
の
還
付
）

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
号
（
関
税
定
率
法
第
八
条
第
十
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
三
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
」
を「
第
一
号
及
び
第
二
号（
関
税
定
率
法
第
八
条
第
三
十
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

に
係
る
部
分
を
除
く
」
に
改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
七
一
〇
・
一
一
号
の
一
の
^

の
Ｃ
の
ç
の
\
」
を
「
第
二
七
一
〇
・
一

一
号
の
一
の
^

の
Ｃ
の
\
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
七
一
〇
・
一
九
号
の
一
の
`

の
Ａ
の
]
の
ü
」を「
第

二
七
一
〇
・
一
九
号
の
一
の
`

の
Ａ
の
ç
の
\
」
に
改
め
る
。

（
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
八
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の
五
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
通
関
業
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

通
関
業
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
四
号
イ
中
「
第
百
九
条
」
を
「
第
百
八
条
の
四
」
に
改
め
る
。

（
弁
理
士
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
十
一
条
第
四
項
」
を
「
関

税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
六
十
九
条
の
九
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第

六
十
九
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
三
号
中「（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）」を
削
り
、「
関
税
定
率
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
九
号
」

を
「
同
法
第
六
十
九
条
の
八
第
一
項
第
九
号
」
に
、「
関
税
法
第
百
九
条
第
二
項
」
を
「
同
法
第
百
九
条
第
二
項
」
に

改
め
る
。

第
十
三
条

弁
理
士
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
一
号
中「（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）」の
下
に
「
第
六
十
九
条
の
三
第
一
項
及
び
」を
、

「
同
法
」
の
下
に
「
第
六
十
九
条
の
四
第
一
項
及
び
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
三
号
中
「
関
税
法
」
の
下
に
「
第
百
八
条
の
四
第
二
項
（
同
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
第
三
項
（
同
法
第
百
八
条
の
四
第
二
項
に
係
る
部
分
に

限
る
。）、」
を
、「
第
百
十
二
条
第
一
項
（
同
法
」
の
下
に
「
第
百
八
条
の
四
第
二
項
及
び
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条

弁
理
士
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
九
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
六
十
九
条
の
十
二
第
一
項
」
に
、「
第
六
十
九
条

の
十
第
一
項
」
を
「
第
六
十
九
条
の
十
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
三
号
中
「
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」

に
、「
第
六
十
九
条
の
八
第
一
項
第
九
号
」
を
「
第
六
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

（
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
関
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
九
条
の
六
第
三
項
中
「
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
百
二
十

九
条
第
一
項
（
振
替
社
債
等
の
供
託
）
に
規
定
す
る
振
替
社
債
等
」
を
「
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
三
百
条
第
一
項
（
振
替
債
の
供
託
）
に
規
定
す
る
振
替
債
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
十
二
第
三
項
中
「
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
第
百
二
十
九
条
第
一
項
（
振
替
社
債
等
の
供

託
）
に
規
定
す
る
振
替
社
債
等
」
を
「
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
第
三
百
条
第
一
項
（
振
替
債
の
供

託
）
に
規
定
す
る
振
替
債
」
に
改
め
る
。

（
検
討
）

第
十
六
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
関

税
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
務
大
臣

杉
浦

正
健

外
務
大
臣

麻
生

太
郎

財
務
大
臣

谷
垣

禎
一

農
林
水
産
大
臣

中
川

昭
一

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理
化
等
に
伴
う
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
律
第
十
八
号

国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理
化
等
に
伴
う
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
三
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
及
び
聾ろ
う

学
校
の
」
を
「
、
聾ろ
う

学
校
及
び
養
護
学
校
の
」
に
、「
二
分
の
一
」
を
「
三
分
の
一
」に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
及
び
聾ろ
う

学
校
に
」
を
「
、
聾ろ
う

学
校
及
び
養
護
学
校
に
」
に
改
め
る
。
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